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第 ２ 号 生徒数４１１名

若くあれ 気高かれ 望みあれ

「礼節の本源」で学ぶ
新緑がまぶしい季節になりました。光や風が気持

ちよい朝です。今年もまた，生徒会や委員会，各学
級の生徒たちが正門に立ち，あいさつや清掃活動を
しています。人数が多いときは附属小の正門にも立
って，附属小の校長先生や副校長先生と一緒に小学
生にもあいさつをしています。学校の垣根を越えて
あいさつが進んでできるようになればと考えます。

さて，３月末に附属小側と三高正門前の壁も，本
校と同じ「白壁」になりました。大手門や隅櫓（す
みやぐら）の復元建設も視野に入れ，三の丸・二の
丸地区の歴史的景観の整備が進められているところ
です。

そのような中，弘道館・偕楽園が「日本遺産」に
選定されました。名称は「近世日本の教育遺産群～
学ぶ心・礼節の本源～」です。足利学校（足利），閑谷
学校（備前市），咸宜園（日田市）と弘道館の教育遺産
群に対しての選定です。弘道館はもとより，彰考館跡
地である本校二の丸展示館にも連休中たくさんの見
学者が訪れていました。白壁と藥井門の向こう側が
中学校であることを知ると「このような場所で勉強
できる中学生は幸せですね。」という声をいただき
ます。

地域や県内外の方から注目される場所で学習でき
ることは幸せなことです。また，注目される場所に
通学することから学べることがあると考えます。「あ
いさつが進んでできますね。」と褒めてくださるだ
けではなく「登下校時の歩道の歩き方などがよくな
い。」などの課題についても率直にご指摘いただくこともあります。

地域の声に耳を傾けるとともに，地域の方々にも元気を届けられるあいさつや返事がで
きること，相手に好感が持てる態度や行動がとれるよう，本年度も「凡事徹底」を図りな
がら「礼節の本源」で学ぶ生徒たちを育てていきたいと考えます。

５月の主な行事

７（木） 市総体開会式・陸上
８（金） 内科検診（３年） 水戸教学
９（土） 市ＰＴＡ連絡協議会総会

１１（月） 体力テスト（１～３年） ＜５月の先人のことば＞
１３（水） 船中泊（２年）～１７（日）
１４（木） 宿泊学習（１年）～１５（金） 人に接するに寛厚にして，自ら
１８（月） 振替休業日（２年）～１９（火） 持すること厳正なり
２０（水） 歯科検診（２年）
２１（木） 心臓検診 ・人に対するときは心を広く持っ
２２（金） 部活動保護者会・尿検査１次 て，むやみに人を責めることをせ
２５（月） 生徒総会・教育実習開始 ず，反対に自分のことについては，
２６（火） 交通安全教室（１・２年） あくまでも厳しい態度をもちたい
２７（水） 歯科検診（１年） ものだ
２８（木） 修学旅行（３年）～３０（土）




